
昭和34年、小さな写真屋に生まれる。

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。

日米交渉や道路公団民営化、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。

平成21年衆議院総選挙において、初当選。6期目。環境大臣政務官、

党副幹事長、党農林部会長、農林水産大臣、党総務会長代理、法務大

臣、経済産業大臣を経て、現在、予算委員会筆頭理事として重責を担う。

〔趣 味〕ハンドボール、カラオケ、読書、映画

〔好きな食べ物〕ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ）

〔尊敬する人物〕高杉晋作、原敬、鈴木貫太郎
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元経済産業大臣・法務大臣・農林水産大臣 自民党千葉県第七選挙区支部長 衆議院議員

豚汁を食べながら、皆様が感じる

政治へのご意見をお伺い。

初石駅橋上化で新たに東口が誕生。

今後は駅前の整備も進められます。

予算委員会のトップバッターとして

高市総理に成長戦略について質問。

新しい年を迎え、皆様いかがお過ごしでいらっしゃいますか。

私ごとになりますが、最初に選挙に出させていただいて、

今年でちょうど20年の節目を迎えます。もっとも当初3年

4か月は浪人生活でしたが。

振り返りますと、この間の皆様のご支援をもちまして、

衆議院当選6回、大臣も農林水産大臣、法務大臣、経済産業

大臣と務めさせていただき、充実した政治活動ができており、

感謝の言葉もございません。

現在は、衆議院の花形委員会である予算委員会の与党の

責任者を務めております。予算委員会は、限られた時間の中で、

政府が提出した予算案を通すというのが仕事でありますが、

以前とは異なり、与野党の勢力が伯仲する状況での仕事と

なりますので、なかなか厳しいものがあります。

昨年12月には、一般会計総額が18兆3034億円にも上る2025

年度補正予算案の成立に汗をかきました。冷や汗でしたが（笑）。

予算案の中身は、これまでにない物価対策に加え、成長

分野への積極的な投資促進を政府が先頭に立って行うとした

ところが目を引くところで、将来の国民生活の向上にまで

つながっていくことを、さいとう健は期待してます。

実は、昨年11月7日に高市総理就任後初めて開催された

予算委員会でさいとう健は、全政党のトップバッターとして

質問に立ちました。

物価対策については、多くの同僚議員も質問するので、

さいとう健は、あえて総理に対し「EUにも中国にも負けない

個別の産業の競争力強化」、
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メルマガ
～ 後援会入会はコチラまで ～

さいとう健 後援会事務所（流山おおたかの森駅 北口すぐ）

〒270-0119 流山市おおたかの森北1-5-2セレーナおおたかの森2階

TEL：04-7190-5271 FAX：04-7190-5272 E-mail : info@saito-ken.jp

さいとう健 国会事務所

〒100-8981 千代田区永田町2-2-1衆議院第一議員会館822号室

TEL：03-3508-7221 FAX：03-3508-3221

３Ｂ体操に飛び入り参加♪

全ての世代で楽しめる健康体操☆

あさねぼう観音の紙芝居を拝見。

観音様も寝過ごしちゃうんですねw

大玉渡しに奮闘！こうした交流が

非常時の地域力として発揮します。

森のマルシェ・ド・ノエルが年々拡大！

地元愛が溢れるスタッフに感謝。

「映画、アニメをはじめとしたコンテンツ産業の海外展開の

政策支援強化」、「経済成長をけん引するスタートアップ

企業の積極支援の重要性」、「米中の板挟みになっている

東南アジアをはじめとする国々との連携強化」などについて

見解を求めました。

また、さいとう健のライフワークである書店振興について

も、高市総理の見解をただしました。

内外ともに大きな変革期にある今、日本の将来のために

何ができるのか、新たな年を迎え、さいとう健はこれからも

全力で様々な課題に取り組む決意を新たに致しております。

流山高等学園の椅子は可愛さだけで

なく、収納の機能美も備えてます！

失われた信頼と期待を取り戻すべく、

自民党新ビジョンを策定します。

立党70周年プロジェクト

「自民党新ビジョン策定本部起草委員会」座長に就任

自民党は、昭和100年、戦後80年である昨年11月15日、

立党70年を迎えました。

党内に『立党70周年プロジェクト「自由と民主主義を次

世代につなぐ自民党新ビジョン策定本部」(本部長:鈴木俊一

幹事長)』を立ち上げ、新ビジョン起草委員会の座長にさい

とう健が就任しました。

自民党が置かれている現状とこれまでの歩みを振り返り、

これからも「国民政党」であり続けるために党が目指すべき

道筋を改めて明らかにしたい、との目的で、党員のみならず、

広く国民、有識者にも意見を求めたいと思っています。

厳しい状況にある自民党は、今後どうあるべきなのかを問う、

大変重い作業の責任者ということになりますが、激動する社会・

世界情勢の中、歴史の転換期にある今こそ、自民党の真価が

問われていると認識し、3月15日に予定されている自民党

定期大会での発表を目指し取りまとめを進めていきます。



 

 




